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	一般財団法人インターネット協会
	昨年度、「IoT推進委員会」から改名を行い、「DXビジネス推進委員会」として構成WG 1つでスタートしたが
	・同委員会で活動活性化が見られなかった。
	・OICの新規WG設立により、DXビジネス推進の役割を担いつつあり、 DXビジネス推進委員会のWGを、OICで受け入れることが可能となった。
	よって、令和3年度事業計画で検討を予定していた、OICによるDXビジネス推進委員会の吸収を行い、「DXビジネス推進委員会」を廃止し、当該WGのOICへの移管を行う。
	１　調査・研究活動
	① 各ワーキンググループの会員集め支援、政府補助金申請等のバックアップ
	令和3年度において4年目を迎え、令和2年度同様、コロナ禍影響から活動が制限される中、新WGを3つ設立するとともに活動が止まっている3つのWGを廃止している。
	令和4年度に向けては、各WGが実証実験等への行政からの補助金を申請する活動や、WG参加メンバーの拡大を目指す活動をはじめることから、これを支援する。WG参加者の拡大はOIC会員増加につながる。WGの補助金申請支援は、WGが補助金申請主体になれないため、インターネット協会あるいはOICが申請主体となる。OICに所属しないインターネット協会正会員をOIC活動に結び付ける活動を行う。これはOIC以外のインターネット協会会員への活性化にもなる。
	【令和3年度WGの設立】について
	・スーパーテレワークコンソーシアム（代表：本山　恵一　略称STC）
	令和3年4月に「MBD利活用型摺合せ空間提供事業の事業化検討WG」を改名し発足。
	テーマをMBD利活用から地域を限定しないスーパーテレワークを行うための技術開発と仕組み作り、地方行政を加えたオープンイノベーションに発展させ、東北大学―仙台市スーパーシティ構想の参画業者となっている。(令和3年3月にOICとして参画業者となったのを令和3年4月発足のSTCが受け継いだ)。ここで、MBDとは、モデルベースト・デザインのことで、自動車などのCADを用いた設計を行う場合、クラウド環境で協働作業環境を作ることを目指している。これをテレワーク環境で実現できれば、従来のテレワークが企業内に閉じ...
	・ビジネスレジリエンスDXプラットフォームコンソーシアム（代表：藤本　守　略称BRP）
	官民共創による、法人データのブロックチェーンデータベース化とその利用を前提に運用の仕組みと組織を構築することにより、中小企業の強靭化とサプライチェーンの強靭化を目的に協会外部で立ち上がった組織であり、OICに令和3年12月1日に入会。元来、本プロジェクトは、内閣府国土強靭化室の管轄で、一般社団法人レジリエンスジャパン推進協議会の中で作業を開始し、2021年4月7日の首相官邸へ提言書を提出したものである（座長：藤原洋）。
	提言内容は、地震や台風だけではなくパンデミックも含む災害時を想定したサプライチェーンの強靭化（レジリエンス）の必要性を説いたものであった。本提案が首相官邸で受け入れられ、情報ネットワーク技術としての標準化と実装フェーズに入るため、経済産業省と総務省管轄の団体に移して活動を強化するように依頼があった。
	・国際標準化委員会（代表:伊賀　洋一）
	上述のBRP内に、BRPの技術及び仕組み作りを国際標準化するために立ち上げが計画され、STCにおいても同様の要望があり、WG横断の「国際標準化委員会」として令和3年12月1日に立ち上げている。
	※国際標準化の各国に対する窓口が経済産業省であるが、経済産業省および各国の国際標準化組織は、ビジネスと国際標準化を行う部門を組織的に分けることを求めており、そのため、STC及びBRP内での国際標準化活動を行うことができないので、別WGとして立ち上げた。
	また、本委員会は、国際標準化の専門家からなる組織で、上記STC及びBRPで提案される国際標準化要求項目に適合する国際標準化団体およびその具体化委員会を特定し、適切な寄書の作成方法、提案方法などを取り決め、STC及びBRPの活動を支援する。さらに、標準化活動に伴う、活動費を関係省庁に申請し必要資金の獲得を目指す。
	② OICシンポジウム
	開催方法は、主催、共催、後援という形を限定せず、年度内2回の実施を目指す。
	OICシンポジウムでは、設立時にご協力いただいた11大学（東大、京大、阪大、北大、東北大、名古屋大、九州大、一ツ橋大、東工大、早稲田大、慶応大）との関係性強化及びその後の大学等との共創構築も目的の一つとしている。OIC設立以来、既に８大学と連携してシンポジウムを開催した。令和3年度には、名古屋において名古屋大学や地元企業主催のセミナーを後援し、OIC会長やインターネット協会会員が登壇した。令和４年度は、まだシンポジウムで連携していない京大、北大、一ツ橋大の3大学のいずれかと連携したシンポジウム開催...
	③ 「OIC会長藤原洋を囲む会」の実施
	令和3年度は、コロナの影響で2年ぶりに開かれた藤原洋を囲む会が好評であった。会員への情報提供、会員間の懇親を目的として、令和４年度も1回～2回実施を計画する。
	社会環境により左右されるが、令和4年度は100%オンラインではなく、リアル開催＆オンラインを組み合わせた形を目指す。リアル開催によりface to face懇親会に戻す意義があることや、オンライン配信を行い、多くの人に藤原OIC会長のスピーチやフリートークを発信することにより、会員獲得につなげていく。
	④ 情報発信の強化:定期的レポート配信、藤原OIC会長との対談ビデオ配信等を計画
	OIC会員、会員以外に、OIC活動状況や藤原OIC会長の講演・対談等の情報を広く紹介し、会員間の情報共有、会員獲得につなげる。
	状況に応じて、イベント等の実行委員会／運営等に参画することを検討する。
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